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八代海赤潮警報続報 No.１―10 
 
[1]８月４日の調査結果 
 着色域は確認されませんでした。八代海南部でシャットネラ属が確認され、濃縮検鏡で最
高 0.001 細胞/mL(St.8)でした。珪藻類は St.10 で多く、他は少ない状況でした。水温は 29.1
～31.0 ℃でした。 
 その他、通常検鏡でカレニア ミキモトイが最高 13 細胞/mL（St.3）、濃縮検鏡でマーガレ
フィディニウム属が最高 0.015 細胞/mL（St.8）確認されました。 

 
[2] 今後の赤潮発生の予想                           

８月４日現在、表層水温は 29.1～31.0 ℃とシャットネラ アンティーカの増殖に適した範
囲を超えていますが、10ｍ層は 25.8～26.8℃と増殖に適した範囲に近く、競合種である珪藻
類が少ないこと、八代海北部でも本種が確認されていること、台風 13 号に伴う降雨により栄
養塩の供給が予想されることから、今後、細胞密度が増加する可能性があります。 

各漁協・養殖業者などにおかれましては、検鏡により細胞密度を把握し、海水の色や魚の
状態に細心の注意を払うとともに、警戒をお願いします。 

 
 
 

 
※シャットネラ アンティーカの特徴 
・適水温 23～26 ℃・適塩分 30 以下 
・魚毒性がきわめて強く、致死細胞密  

度はブリ類で 30-50 細胞/mL 
 

※カレニア ミキモトイの特徴 
・適水温 10～30℃ 
・適塩分 15～30 
・魚毒性が強く，致死細胞密度は数千 
 細胞/mL 前後 
・魚介類（ブリ，タコ，貝類など）に 

被害を及ぼすおそれあり。 
 
                           ※マーガレフィディニウム ポリクリ

コイデス（旧称：コクロディニウム 
ポリクリコイデス）の特徴 

・適水温 27-28℃ 
                            ・適塩分 32-34 

・魚毒性が強く，致死細胞 密度は 
２千細胞/mL 前後 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(参考) 熊本県も八代海の赤潮に関する情報を発信していますので、下記ＨＰを御参照ください。 

      https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/95/264971.html 

赤潮情報：
http://kagoshima.suigi.jp/akashio/
newHP/index.html 


